
WEBODM MANAGER の起動と実行 

 それでは、早速 WebODM Manager から WebODM を起動してみましょう。 

 

 

 

 

 

英語表示ですが、Googe Chrome ブラウザであれば日本語訳して表示することが可能です。 

 

 

 

 

WebODM の使い方（簡単に説明） 

 色々と機能が付いているようですが、取りあえずオルソ化からＤＥＭデータの作成までを簡単に説明しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① プロジェクト

を追加する。 
 

 

 

 

 

③ 名前を付けてプロジェ

クトを作成する。 

② 「画像とＧＣＰを選択」をクリ

ック 

⑤ 画像を選択して開く 

 

④ こんな画面が出るので、各種パラメーターを

設定してレビューをクリック 

 



パラメーターのオプションは色々ありますが、DSM 及び DTM（DEM のことで、周辺

の起伏を元に自動で予測 DEM を作成）が必要であれば DSM+DTM を選択、通常はデフ

ォルトでＯＫ。また、画像のサイズ変更は Yes にするとピクセル単位で画像サイズが変

更されるようです。 

 

 

 下図の画面が表示されるので、もう一度レビューを押すことで変換が始まります。 

 

 

 

 

 

 

 下図は実行中の画面です。写真枚数が多いほど時間がかかります。目安としては 100 枚で 20 分程度。パラ

メーターの設定によっては時間が変わるかと思われます。 

 

 

 

 終了したら Completed となります。「＋」ボタンを押すと詳細が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


